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一般質問とは、市の一般事務や市が抱える課題等につい
て市長などにただすもので、
２月定例会では５人の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で抜粋し、事項別に整理した一部の
内容を掲載しています。

一般質問の全文は、５月下旬作成予定の本会議録を
図書館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索シ
ステム」でご覧ください。

中澤　克之……「�安全・安心な街づくりについて」
渡辺　　隆……「�職員の意識改革について」
早稲田夕季……「�開発許可行政の諸課題」
山田　直人……「�行政運営、行政経営について」○環境行政をめぐって　○事業仕分

けに関連して
千　　　一……「�鎌倉市の福祉、教育、救急、警察などの連携について」「鎌倉市に

おいてゆりかごから墓場までの福祉制度について」「重度訪問介護
について」「緊急時スイッチをおすとちょっとみにきてくれるシス
テム」「介護事業者の乗る車の駐車許可証について」

一般
質問

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

横
断
的
な
連
携
体
制
に
つ
い
て

　

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

【
新
人
事
評
価
制
度
】

質�

問
…
職
員
の
意
識
改
革
と
い
う

も
の
を
、
具
体
的
に
ど
う
進
め

て
い
く
か
。
新
人
事
評
価
制
度

の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

部�

長
…
新
人
事
評
価
制
度
の
う

ち
、
能
力
・
意
欲
評
価
に
つ
い

て
は
、
昨
年
三
月
か
ら
本
格
的

に
導
入
・
実
施
を
し
て
い
る
。

評
価
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月

か
ら
、
係
長
か
ら
課
長
ま
で
の

昇
任
に
反
映
す
る
予
定
で
あ

る
。

質�

問
…
目
標
設
定
は
ど
の
よ
う
な

形
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

部�

長
…
業
務
目
標
の
設
定
は
、
部

長
・
次
長
を
対
象
に
試
行
し
て

い
る
実
績
評
価
制
度
で
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

�　
た
だ
し
、
こ
の
能
力
・
意
欲

評
価
制
度
に
お
い
て
も
、
職
責

に
応
じ
た
行
動
目
標
を
示
し

て
、
評
価
者
と
被
評
価
者
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
接
等
の

中
で
目
標
の
達
成
度
や
、
課
題

等
に
つ
い
て
指
導
・
助
言
が
行

わ
れ
、
個
々
の
能
力
・
意
欲
等

の
向
上
に
対
す
る
目
標
の
明

確
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

質�

問
…
目
標
を
達
成
で
き
た
か
ど

う
か
を
、
昇
任
・
昇
給
な
ど
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い

く
の
か
。

部�

長
…
現
段
階
で
は
、
係
長
か
ら

課
長
ま
で
の
昇
任
・
昇
格
に
活

用
し
て
い
く
。
今
後
も
精
度
を

高
め
、
昇
給
や
勤
勉
手
当
へ
の

反
映
な
ど
、
さ
ら
な
る
活
用
領

域
の
拡
大
を
図
る
中
で
、
職
員

の
意
識
改
革
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。�

（
総
務
部
）

【
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
】

質�

問
…
市
長
の
考
え
を
伝
え
て
い

く
た
め
に
ど
ん
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
か
。

市�

長
…
毎
週
月
曜
日
、
庁
内
放
送

で
モ
ー
ニ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
流
し
て
い
る
。
ま
た
、
月
曜

日
の
朝
、
市
役
所
周
辺
の
掃
除

を
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
私
が

一
緒
に
参
加
し
て
い
る
。

質�

問
…
市
長
は
職
員
に
、
具
体
的

な
仕
事
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

結
果
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

市�

長
…
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
中
、
持
続
可
能
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

た
め
に
は
、
よ
り
一
層
の
効
率

的
な
市
政
運
営
を
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
職
員
に
は
、
前
例
に
と
ら
わ

れ
ず
、
改
革
や
見
直
し
に
挑
戦

す
る
姿
勢
を
持
ち
、
市
民
の
視

点
に
立
っ
て
考
え
、
コ
ス
ト
意

識
を
常
に
頭
の
中
に
置
い
て

仕
事
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　

�　
ま
た
、
持
続
可
能
な
行
政
運

営
を
よ
り
可
能
に
し
て
い
く

た
め
に
は
、
民
間
と
の
協
働
の

在
り
方
が
重
要
で
あ
り
、
よ
り

行
動
に
移
し
て
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
人
件
費
の
削
減
】

質�

問
…
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
超
過
勤
務
手
当
の
削
減
は

効
果
を
出
し
や
す
く
、
そ
の
部

分
で
無
駄
を
排
除
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
職
員
も
納
得
で
き
る

削
減
の
仕
方
な
の
か
と
思
う

が
ど
う
か
。

市�

長
…
職
員
の
意
識
改
革
に
よ

り
、
超
過
勤
務
の
削
減
な
ど
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
が
出

て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う

の
で
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

【
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
在
り
方
】

質�

問
…
文
化
行
政
や
ご
み
行
政
に

つ
い
て
の
市
長
の
考
え
、
岡
本

二
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
の

解
決
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
取
り
上
げ
て
、
モ
ー
ニ

ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
に
入

れ
込
ん
で
い
っ
て
は
ど
う
か
。

市�

長
…
今
後
、
私
の
一
つ
一
つ
の

政
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
な
ど
も
、

適
宜
入
れ
込
ん
で
話
を
し
て

い
き
た
い
。

　

昨
年
十
一
月
二
十
五
日
の
議
会

全
員
協
議
会
で
市
長
が
提
示
し

た
、
ご
み
減
量
化
代
替
案
に
つ
い

て
、
観
光
厚
生
常
任
委
員
会
と
し

て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実

施
し
、
二
月
定
例
会
冒
頭
で
委
員

長
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
定
例
会
で
閉
会
中

継
続
審
査
と
し
て
い
た
「
山
崎
浄

化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
施
設
に
か
わ
る
代
替

案
」
に
つ
い
て
観
光
厚
生
常
任
委

員
会
で
は
、
市
民
の
削
減
目
標
と

な
る
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
を

使
用
し
た
千
八
百
ト
ン
の
部
分
に

関
す
る
市
民
意
見
を
聴
取
し
、
そ

の
実
現
可
能
性
を
検
証
す
る
た

め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
一

月
十
七
日
か
ら
三
十
日
に
か
け

て
、
市
内
五
カ
所
の
ス
ー
パ
ー
に

伺
い
、
各
家
庭
で
の
生
ご
み
処
理

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
市
民
の

方
々
か
ら
聴
き
取
り
を
行
っ
た
も

の
で
、
合
計
千
六
百
六
十
六
件
の

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
及
び
併
せ
て

実
施
し
た
名
越
・
今
泉
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー

周
辺
地
域
で
の
意
見
聴
取
会
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
二
月
定
例
会
の

冒
頭
で
委
員
長
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
た
委
員

の
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
多
数
の
委
員
か
ら

　

ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
る
と
答

え
た
方
で
も
、
そ
の
全
量
を
処
理

し
て
い
な
い
方
が
少
な
か
ら
ず
お

り
、千
八
百
ト
ン
の
新
た
な
削
減
は

難
し
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

●
少
数
の
委
員
か
ら

　
「
生
ご
み
処
理
を
し
て
い
な
い
・

過
去
に
し
て
い
た
」と
回
答
し
た
、

換
算
で
約
五
万
八
千
五
百
世
帯
が

今
後
の
普
及
推
進
対
象
と
な
る
た

め
、
今
後
の
普
及
活
動
、
事
後
支

援
を
い
か
に
行
う
か
が
成
否
の
分

か
れ
道
と
な
る
。

→�

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

本
市
に
お
け
る
福
祉
の
制
度
や

機
関
の
連
携
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
視
点
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

質�

問
…
福
祉
、教
育
、医
療
、救
急
、

警
察
等
の
連
携
は
、
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
市
長
は

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域

で
と
の
方
針
の
よ
う
だ
が
、
こ

れ
ら
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に

活
性
化
さ
せ
て
い
く
の
か
、
今

の
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

部�

長
…
こ
ど
も
み
ら
い
部
で
は
、

障
害
児
な
ど
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
子
供
が
継
続
的

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

あ
お
ぞ
ら
園
、
幼
稚
園
、
保
育

園
、
学
校
、
医
療
機
関
及
び
行

政
機
関
等
で
連
携
を
図
り
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
連
携

と
し
て
は
、
か
ま
く
ら
子
育
て

支
援
グ
ル
ー
プ
懇
談
会
、
鎌
倉

女
子
大
学
及
び
鎌
倉
市
の
連

携
で
、
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
る
。

部�

長
…
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学

校
入
学
に
向
け
て
福
祉
と
の

連
携
を
図
り
、
就
学
前
に
就
学

相
談
を
行
い
、
福
祉
か
ら
教
育

へ
継
続
的
な
支
援
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
な
体
制
を

作
っ
て
い
る
。
地
域
連
携
と
し

て
は
、
自
治
会
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
等
の
協
力
で
、
登
下

校
の
見
守
り
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

部�

長
…
健
康
福
祉
部
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　

�　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
な

る
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
、
地
域
に
も
地

域
独
自
の
役
割
を
担
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
協
力
・
連
携
を

密
に
し
て
課
題
解
決
に
つ
な

げ
て
い
く
と
い
う
方
向
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

質�

問
…
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
地

域
で
行
う
こ
と
は
よ
い
こ
と

だ
が
、
本
市
全
体
で
関
わ
る
こ

と
も
大
切
だ
と
思
う
。
そ
し
て

災
害
の
と
き
な
ど
は
姉
妹
都

市
の
力
を
借
り
る
こ
と
も
あ

る
。
地
域
や
広
域
と
の
連
携
を

ど
の
よ
う
に
活
性
化
さ
せ
て

い
く
の
か
。

市�

長
…
災
害
時
も
含
め
、
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
方
へ
の
対

応
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関

や
、
市
を
超
え
た
連
携
も
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
地

域
の
活
性
化
に
努
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
地
域
住
民
、
関
係

団
体
等
の
協
力
、
連
携
を
得
な

が
ら
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

陳
情
の
議
決
結
果

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳

情陳
情
の
要
旨

　

農
業
の
み
な
ら
ず
地
域
経
済
の

崩
壊
や
食
料
安
全
保
障
を
危
う
く

す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）
交
渉
参
加
に
反

対
す
る
こ
と
の
政
府
へ
の
意
見
書

の
提
出
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
／
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
締
結
し
た

場
合
の
影
響
を
考
え
、
日
本
の
農

業
を
い
か
に
守
る
か
を
考
え
る
こ

と
が
先
決
で
あ
る
等
と
の
意
見
か

ら
、総
員
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
／
多
数
に
よ
り
採
択
し

ま
し
た
。

●�

市
長
が
提
示
し
た
ご
み
減
量

化
代
替
案
は
…

・�

山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施

設
を
建
設
せ
ず
に
約
一
万

千
五
百
ト
ン
の
生
ご
み
を

削
減
す
る
も
の
で
、
う
ち
市

民
の
削
減
目
標
は
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
普
及
に
よ

る
千
八
百
ト
ン
。

・�

目
標
達
成
年
次
は
、
平
成
二

十
七
年
度
中
で
あ
り
、
そ
れ

以
降
も
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
前
提
。

・�

達
成
年
次
で
あ
る
平
成
二
十

七
年
度
に
今
泉
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
焼
却
停
止
す

る
予
定
。

可 決 し た 意 見 書
　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関することにつ
いて、意見書を国会または関係行政庁に提出することができます。今定例会では次の
意見書を可決し、鎌倉市議会として関係機関に送付しました。

　政府は、平成22年11月９日に閣議決定した「包括的経済連携に関する基本方針」の中で、
ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）について、交渉の参加・不参加の判断は先送りし
たものの、関係国との協議を開始することを表明した。
　ＴＰＰは例外なき完全な貿易自由化を標榜したものであり、仮に交渉に参加して、同協
定が締結された場合、我が国の輸出関連産業に新たな可能性をもたらすことが期待される
一方、海外からの安価な農産物の流入により、鎌倉はもとより、国内の農業及び諸産業が
大きな打撃をこうむることは明白である。
　また、これまでの多国間協議により、我が国は既に、世界でも最も開かれた農産物の輸
入国の一つとなっているところであるが、ＴＰＰを締結すれば、現在、先進国としては最
低水準となっている我が国の食料自給率をいっそう低落させ、ひいては、地域雇用の減少、
関連産業の衰退など多方面へ影響を及ぼすことは必至である。
　ＴＰＰについては継続的、かつ慎重に議論していくべきであり、何よりもまず農業を初
めとした我が国の産業育成について考えることが先決である。
　よって、政府におかれては、我が国の食料安全保障と両立しないＴＰＰの交渉には参加
しないよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成23年３月10日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書
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